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序章 まえがき一一研究の目的と意義
体育学教室では，これまで，都市住民の健康や体力と
運動生活に焦点をあて，その現状や問題点を明らかにす
るために，いろいろな角度からの研究を実施してきた。
そして，その結果はすでに， 「幼児・児童の健康生活の
実態と体力の現状分折」 （都市研究調査報告3'1970) 
「老人の健康体力の実態と生活についての研究」（同23,
1971) ' 「都市生活の特質が身心に及ぼす影響に関する
研究」 （同58～62号， 1975）などの論文で発表されてき
ている。
今回の研究の目的は，これらの研究の一環として，特
に壮年の勤労者を対象としてとりあげ，健康，体力や運
動生活の実態を明らかにするとともに，それらに働く諸
要因を分析することにあった。
ところで，都市居住者の健康や運動生活には，種々な
社会環境的要因が関係していることはじゅうぶん考えら
れる。それらは，一般に，空気や騒音，住居環境といっ
たより環境的要因と，職業や社会階層，学歴といった社
会的要因とに分けられるが，相互にからみあって，都市
居住者の健康や運動生活に影響していることはいうまで
もない。したがって，これらの諸要因をより具体的に明
らかにしていくとともに，健康や運動生活にとって必要
な条件を整備確保していくことが重要にたってきてい
る。
都市勤労者の場合は，これらの諸要因の中でとりわけ
労働条件との関連性ということが重要になってくる。都
市化の進展とともに産業構造が大きく変わり，それに伴
って勤労者の労働生活も変化してきている。しかし，労
働の条件が，健康や体力，運動生活に，どのように関係
しているかということについては，これまで必ずしもじ
ゅうぶんに明らかにはされてきていない。そこで，今回
は特に労働との関連性ということ中心に調査分析するこ
ととLTこ。
けれども，今回の調査は，予算その他諸般の事情か
ら，対象に都庁職員という一部の勤労者に限定せざるを
得なかった。したがって，この調査結果を安易に都市勤
労者全体に一般化することは危険である。また，コント
ロールグループとして，郡部における農業従事者を謁査
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したかったがそれもできなかった。これらの点で，今回
の調査は，今後のための予備的研究とし、う性格をもつも
のであった。
ところで， 「労働jといってもそれ自体多面的なもの
であって，さまざまの角度からの分析が可能である。た
とえば，労働の強度や種類，労働時間や収入，労働に対
する意識や満足度，等々がそれである。これらの中で，
ここでは，特に職種（管理職か一般職か現業職か）とし、
う要因をまず第1にとりあげ，それと健康や運動生活と
の関連性をみることとした。それと同時に，労働に対す
る意識や満足度を調べ，それが上記の関連性にどのよう
にかかわっているかを明らかにすることとした。
また，ここで健康や体力，運動生活との関連性をどの
ように考えるかということも重要な問題である。健康
は，一般に，消極的側面と積極的側面とに分けられる
が，疾病や傷害等は前者に関係するのに対し，体力は後
者に属する。社会の変化とともに，人々の健康というこ
とは非常に重要になってきているが，最近では医学や医
療制度の発達とも関連して，とりわけ後者すなわち積極
的健康のもつ意味が重要になってきている。そして，ス
ポーツや運動は，積極的健康の表現であるとともに，積
極的健康はその結果でもある。そうした意味で，ここで
は，健康一体力一運動生活というものをできるだけ総合
的にとらえることを試みている。
なお，この調査研究を実施するにあたっては，都庁の
多くの方々に御協力をいただいた。御多用中にもかかわ
らず快よく被験者を引き受けてくださった方をはじめ，
検査会場の設営や被験者の選出に御努力くださった方，
また，はじめから終わりまでこの企画の推進に御尽力く
ださった方等々，これらの人々の御協力なしには，この
調査研究はできなかったものである。ここであらT占めて
御礼申しあげる次第である。
第 1章研究の方法と内容
1. 研究対象及び実施時期
／ 都市居住者の健康や運動生活に及ぼす諸要因，とりわ
け労働要因の影響を明らかにするという目的で，本年度
はその基礎的調査として，東京都に勤務する職員を対象
に体力側定とアンケート調査を実施した。被験者として
は，水道局，交通局，清掃局に勤務する人々のなかか
ら，管理職（課長以上），一般職，現業職をそれぞれ20
名づっえらんだ。そして本研究の目的から，被験者を一
般に働き盛りといわれている40才台の男子職員に限定し
て調査，側定を実施した。局別，職種別の有効サンフ勺レ
数は，表1の通りである。残念ながら，交通局の一般職
と現業職については，いろいろな理由から調査すること
ができなかった。
表1 サンプル数
｜水道局 1交通局i清掃局｜合計
管理職 I 47 
一般職｜ 33 
34 
1日恥 計 l
調査時期は，体力側定，アンケート調査とも，昭和51
年3月に実施した。
2. 調査内容
1) 体力測定
体力側定は，対象者の総合的な体力を側定，評価する
ために，大きく分けて次の4項目について実施した。
A.形態
④ 身長，体重
＠ 皮下脂肪厚…・・・身体の脂肪量すなわち肥満度をみ
るもの
B.筋機能
④ 立巾跳……主に筋機能のうち，瞬発力をみるもの
⑨ 腕立伏臥－…主に動的な筋の持久性をみるもの
c.肺機能
＠ 肺活量
＠ 最大換気量…・・・運動場面に近い換気能力を側定す
るもの
D. 坐主主主瞥E
＠ 1・5テスト……敏捷性のうち，三次元にわたる
全身的な敏捷性をみるもの
＠ 全身反応時間……全身の反応の速さをみるもの
2) アンケート調査
アンケート内容は次の4つの柱から構成され，それぞ
れの主な質問項目は以下の通りである。
A.健康や体力の意識と実態…・・①体力や健康状態の
自己評価，②体力の減退感，③持病，④身体的，精神的
疾候の程度など。
B. スポーツに関する意識や実態……①スポーツ実施
の程度，②実施の理由，③スポーツ番組の視聴度，④実
施している種目，実施したし、種目など。
c.仕事について…一①住事の性格（肉体的ー精神
的，機械的ー創造的） ' (2:仕事の条件や内容の満足度，
③収入，労働時間など。
D.住居環境について……①住居の広さ，②日当り，
③騒音，④煤煙，排気ガスなど。
なお，仕事の満足度に関する項目は，大別して仕事の
全性とm警の満足に分けることができ，それぞれは次の
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名項目から成っている。
堂盤自室
④やりがし、性（社会や人のために役立っているか）
＠創造性（工夫や創造性を発揮できる仕事かどうか）
の適格性（自分の能力や性格に合っているかどうか）
堂盟金金
＠安定性（将来にわたって安定した仕事かどうか）
⑤経済性（他に比べて収入にめぐまれているかどう
か）
の快適性（仲間や上司との関係で快適に働ける環境に
あるかどうか）
最後に，本調査では，スポ｝ツという用語を，競技は
勿論，ランニングゃなわとび，さらには野外での登山，
ハイキングなど，巾広い身体諸活動を総称するものとし
て使用した。
3. 結果の処理
全体的には主として職種別に基礎集計を行ない，その・
後，健康，体力，労働，スポーツそして居住環境を構成
する名質問項目聞の相関関係を算出した。第3章での分
析に，居住環境との各々の関連性が指摘されていないの
は，はっきりした傾向があまり出なかったので，本報告
では省略したためである。
第2章サンプルの特性
つぎに本調査の被験者となった人々のいくつかの特性
を，職種別の表にして，その概要を示しておく。
年令は全員40才台で，職種ごとの差はあまりない。
（表2)
表2 年令 (%) 
140-47[ 42～4ll 44～4il 46～41148-4: 
管理職 114. 9 ¥ 31. 9 ¥ 23. 4 I 17. 1 1 12. 7 
一般職｜ 18. 2 1 18. 2 1 24. 3 1 15. 1 1 24. 2 
現業職 114. 7 I 32. 4 I 26. 5 1 14. 7 I 1. 7 
収入（年収）を職種別にみると， 300万～400万円台
に集中しているが，やはり管理職は高く，現業種は少し
低いようである。 （表3)
表3 収入（年収） (%) 
400 500 600 不無記明万台万台 万台 万台 万台
管理職 0.0 4.3 55.3 29.8 6.4 4.2 
一般職 0.0 39.4 45.5 6.0 
現業職 15. 9 47. 1 32.4 2. 91 0. 0 ¥ 1. 7 
最終学歴をみると，最も多いのは管理職では大学卒，
一般職では大学卒と高卒が半々，現業職では中学卒とな
っている。 （表4)
表4 学歴 (%) 
i中学卒｜高問塁手｜大学卒
管理 職 Io. 0 I 8. 5 I 6. 4 I 85. I 
一 般 職 I6. 1 I 42. 4 I 
現 業職 I 67. 6 I 20. 6 I 5. 9 1 5. 9 
仕事の性格の自己評価によれば，管理職は「精神労働
型J，現業職は「肉体労働型」といえそうである。 （表
5) 
表5 仕事の性格
I ~fi斜｜期主｜半 〆を
0.0 
一般職 i 21. 2 
現業職｜ 35.3 
仕事の内容についての自己評価では，管理職は「創造
的」と「半々」に大きく分かれているのに対して，一般
職と現業職ではそれぞれに評価が分散している。（表6)
表6 仕事の内容
1~造事｜整理｜半々｜業露
管理職 1 53. 2 ¥ o.o 1 46. 8 I o. o 
一般職 I2i. 2 I 36. 4 I 39. 4 I 3. o 
現業職 I29. 4 1 35. 3 I 23. 5 I 1i. 8 
第3章結果と考察
I. 健康について
1) 健康状態（身体的並びに精神的症候）
はじめに最近1年聞における健康状態を，身体的並び
に精神的な症候群についてのべてみる。これに用いた調
査項目は， CM I健康調査票を参考に修正を加えたもの
である。そしてそれぞれの回答は， 4段階で自己評価さ
れた。
身体的症候に関しては，呼吸器系，心臓血管系，消化
器系，神経系および疲労度に関する質問項目をそれぞれ
2項目づっ，計10項目とした。精神的症状は，抑うつ
感，不安感，敏感，憤怒感，緊張感に関する項目の6項
目とした。
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①職種と健康状況
現業職，一般職，管理職の職種による身体的症状と精
神的症状の傾向を示したものが図 1ー lである。
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図1-1 職種別による健康状況
図から明らかのように，身体的症状については各職種
ともに同じ傾向を示し職種による特徴はみられなかっ
た。一方，精神的症状についてみると「ときどきあっ
たJものに関しては，一般職で17.7%，現業職で8.8%
管理職では18.8%であった。したがって身体的症状が各
職種において同様の傾向を示したのに対して精神的症状
では一般職，積理職において，精神的な面での不調を訴
えるものが多くなっている。
②仕事に対する満足度と健康状況
図 1ー 2に示すものは仕事に対する満足感，不満足感
からみた身体的症状および精神的症状を比較したもので
ある。ここで云う仕事に対する満足とは「やり甲斐性」
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図1-2 仕事への満足度と健康状況
「創造性」 「適格性」からなる仕事の内容に関すること
と， 「安定性」 「経済性」 「快適性Jからなる仕事の条
件に関することの両面において満足しているものを示
し仕事に対する不満足とは仕事の内容や仕事の条件に
対して何らかの不満をもっているものを示すものであ
る。
身体的症状についてみると「ときどきあった」もので
は満足グループで14.8%，不満グループで22.1%であっ
た。仕事に対して何らかの不満をもっているものは，そ
うでないものにくらべて身体的な不調を訴える傾向にあ
るといえよう。精神的症状においては身体的症状でみら
れた傾向がより顕著に現われている。すなわち，精神的
症状が「ときどきあった」ものでは，不満足グループで
29.8%，満足グループで14.8%を示した。仕事に対して
不満を感じているものは精神的な面で，より多くの不調
を訴えていることがうかがえよう。
2) 持病について
つぎに，持病の有無やその内容を職種と仕事の満足度
からみてみる。
①職種と持病の内容
図1 3は胃腸病，高血圧，神経痛・リューマチ，肝
臓病， じん臓病，低血圧，心臓病，糖尿病，ゼン息，腰
痛の慢性的持病の有病率を職種別に比較したものであ
る。
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図1-3 職種別によ~持病
持病の種類でみると胃腸病，高血圧が圧倒的に多し、。
この結果は労働省が行った「労働者の健康状況調査」
（昭和50年）の結果と同じ傾向を示すものである。職種
別にみると管理職においては高血圧が多く，次いで胃腸
病，心臓病，腰痛の順となっている。一方，一般職では
高血圧が圧倒的に多く，次いで神経痛・リウマチ，糖尿
病，腰痛がほぼ同じ有病率を示している。さらに，管理
職，現業職と異なる点は本調査であげた持病のゼン息以
外の全ての種類において持病があるということである。
現業職についてみると胃腸病が最も多く，次いで腰痛，
高血圧，糖尿病の順となっている。特に腰痛を訴えるも
のが多いことが現業織の特徴といえるようである。全体
的傾向として高血圧の持病が多いことは，本調査の対象
年齢（40才～50才）から考えると先の労働省が行った調
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査結果と一致するものである。
②仕事の満足度と持病
表1-1は仕事の満足度と持病の有病率の相関係数を
示すものである。仕事の安定性と持病の有病率の聞に
は0,1%の有意差で負の相関がみられる。すなわち，仕
事の安定性の満足度が高い者ほど，有病率は低いといえ
る。また仕事の条件の満足度との関連でも，同じことが
いえる。
表1-1 仕事の満足度と持病の相関（r =) 
持病あり
仕事の安定性 一o.289 < P<o. 1%) 
仕事の内容満足度 0.0 
仕事の条件満足度 一o.254 < P <o. 1%) 
仕事の総合的満足度 一o.158 
2. 体力について
ここでは東京都に勤務する現業職，一般職，管理職の
3職種の体力を問題としているが，身長や体重といった
形態面では，遺伝的な問題や出生から発育期にかけての
生活環境の問題等が形態に様々の影響を及ぼす。約20年
間都市生活を送ってきた東京都に勤務する40～59才の壮
年者の遺伝的な面や発育期の生活環境は様々である。し
かも，体格・体力について比較，検討する場合，こうい
った要因をできるだけ消去するために被検者の数をでき
るだけ多くとるということが必要であるが，今回の調査
ではそれぞれの職種から無作為抽出によって被検者を選
んだ。が，数として十分ではなくその職種を十分に代表
しているものであるということはできない。その点を考
表2-1
慮にいれて検討する必要があろう。
また，東京都に勤務する各職種の体力を全国平均およ
び東京都民一般の体力と比較したわけである。それらの
資料はそれぞれ，文部省の体力・運動能力調査報告書1九
都立大学身適研編の日本力の体力標準値2＞および昭和49
年度都市研究報告書引によるものである。
各項目の平均と標準偏差を職種別に40代の前半と後半
にまとめたのが表2-1である。
1 ) 形鯵
①身長および体重
身長は図2-1に示されるように40代前半では管理職
が最も高く全国平均を上まわっている。つぎに一般職で
現業職が最も低L、。しかし， 40代後半では一般職が最も
高く管理職，現業職の順である。現業職はいずれも他の
職種より劣っているが，全般的には全国平均並みで，都
民一般の傾向と一致している。
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図2-1 身長
体重（図 2ー 2）では40代前半および後半ともすべて
職種 3¥~~~ 1-1~1－なによ事＼；＼弔問零時！？時
40～44才
x I I 163. 2 62.5 25.2 193.8 15. 3 3387.7 104.8 18.5 278 現業職 42.4 lso 22 6.o 8.7 12.6 14.9 5.2 402.1 21.8 3.5 38 
x I I 161. 61. 2 27.5 185.3 14.1 3338.0 103.3 20.1 311 一般職 41. 6 Is D 15 4. 5 9.1 10.2 24.7 5. 2 581. 7 21.1 3.9 30 
x I I 165. 1 62.4 27.6 185.6 14.3 3272.3 107.7 19.5 298 管理職 42.3 lso 26 4.2 6.6 9.3 22.1 6.2 690.2 17.5 3.1 24 
45～49才
160.7 61. 4 23.5 180.9 19.2 2985.8 96.2 15.8 282 
現業職 46.8 lsxo 12 5.2 8.7 10.9 26.3 7.8 432.1 28.1 3.1 32 
165.0 64.2 26. 5 176. 3 7.8 3316. 7 98.1 19. 0 318 
一般職 47.1 lsxD 18 4. 1 8.4 7.1 24.4 3.5 518.0 16.1 2.6 29 
163.3 61. 6 26.8 180.9 14.4 3152.9 102.4 18.8 292 
管理職 46.4 lsxo 19 5.0 5. 5 8.0 18.9 5.1 595.9 19. 1 3.5 22 
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いるといえる。の職種で全国平均を上まわっており，特に40代後半の一
般職では全国平均を大きく上まわっている。この結果は
一般都民の体重が全国平均より低いという結果と逆の傾
向を示し， 49年度都市研報告で、示された一般都民の壮年
層が全国平均に比べて痩身で、あるのに対して今回の対象
者は太りぎみであるといえよう。
玄包
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図2-2 体重
②皮下脂肪厚
皮下脂肪厚は図2-3に示されるように40代前半およ
び後半とも現業職が一般職や管理職よりやや低く，全国
平均と比較しても低い。しかし，一般職や管理職はほぼ
全国平均並みであるといえる。
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図2-3 皮下脂肪厚
これらの結果から形態においては身長および皮下脂肪
厚はほぼ全国平均並みであり，体重は全国平均を上まわ
っていることから体格はすぐれている方であると推察さ
れる。なかでも現業職は， 3職種聞において身長は低い
方であるが体重は40代前半で最も重いにもかかわらず皮
下脂肪厚は最も低L、。このことから，現業職は筋肉太り
であるといえる。
2) 筋機能
① 立巾跳
筋機能の中で筋の瞬発力を立巾跳でみたのが図2-4
である。 40代前半，後半とも現業職が一般職や管理職よ
り若干優れている。しかしいす’れの職種も全国平均を大
きく下まわっており，これは同年代の一般都民の瞬発力
（この場合垂直跳を指標としている）が優れている点か
ら考えて，今回の対象者は瞬発力においてかなり劣って
' 
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図2-4 立巾跳
②腕立伏臥
筋機能の中で筋持久力をみたのが腕立伏臥である（図
2-5）。 40代前半で、は現業職が他の職種に比べてやや
優れているが， 40代後半では現業職が非常に優れてい
る。つぎに管理職で一般職は極端に劣った成績である。
しかし，全国平均と比較した場合引では40代後半の現業
職の成績がほぼ全国平均並みである以外は今回の対象者
はかなり劣っている。
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図2-5 腕立伏臥
これらの結果から今回の対象者の筋機能は瞬発力，筋
持久力とも全国平均に比べてかなり劣っている傾向で、あ
り，一般都民の同年代の瞬発力の成績が優れていること
も合せて考えた時，問題となる点である。一方，職種間
で比較してみると現業職が一般職や管理職より瞬発力，
筋持久力とも若干優れている傾向がうかがえる。
3) 肺機能
①肺活量
肺機能の中で、換気能力を肺活量でみたのが図2-6で
ある。 40代前半では現業職が最も優れており一般職，管
理職の順であるが顕著な差はみられなかった。 40代後半
になると一般職，管理職，現業職の順となり現業職が極
端に悪くなっている。小野らの報告にみられる現業ある
いは労務関係に従事する者が他の職種より優れている，
といった傾向はみられなかった。しかし， 3職種すべて
が全国平均を下まわり， 49年度都市研報告にある一般都
民の壮年層の心臓機能が優れているということに対して
都市住民の健康や運動生活に影響する社会的要因の分析
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図2-6 肺活量
ここでも今回の対象者は劣っていることは注目すべき点
であると思われる。
②最大換気量（MBC)
肺活量と同様に換気能力を最大換気量（MBC）から
みたのが図 2ー 7である。 40代前後半とも若干管理職が
ν瓜Z
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図2-7 最大換気量
すぐれている。 MB Cにおける特徴は40代の前半と後半
の差が大きいことである。心肺持久性に関して40代後半
が40代前半に比べてかなり劣ることが推察される。
4) 敏捷性
① J. S. Test 
敏捷伎の中で三次元方向の全身的敏捷の動きをみたの
がJ.S. Testである（図2-8）。 40代前半では一般職
が優れており，管理職，現業職の順であるが差はあまり
みられない。 40代後半も同様に一般職が最も優れてお
り，管理職，現業職の！！顕であるが，現業職の成績が特に
劣る。全国平均と比較すると一般職，管理職ともほぼ全
回 Eコ40-44才
．圃45-49才
2釧
唱S割
1E副
???
???
図2-8 J.S. Test 
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国平均レベルであるが現業職はやや劣る傾向を示してい
る。
②全身反応時間
敏捷性の中で全身の反応の速さをみたのが全身反応時
間である（図2-9）。 40代前後半とも現業職が最も速
320 Eコ40ー 制才
－・－・才
300' 
28馴
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車
図2-9 全身反応時間
く，つぎに管理職であり一般職が最も成績が悪い。この
結果はJ.S. Testからみた敏捷性の結果と全く逆の傾向
であり注目すべき点、である。すなわち，全身反応、時聞が
合図とともに垂直方向へ跳ぶという単純なテストに対し
てJ.S. Test は前後，左右さらに上下方向をも含んだ三
次元方向への移動をともなう複雑な動きのテストであ
る。そこで現業職が，全身反応時間は優れているがJ.s. 
Testが劣るという結果は単純な動作の敏捷性は優れて
いるが動作が複雑になると，その複雑な動作を十分にこ
なすことができなくなり敏捷性の成績としては悪い結果
となるのではないだろうか。
反復横跳からみた敏捷性は49年度都市研報告にもある
ように一般都民の壮年層が全国平均より優れている。ま
た小野らによれば汽 反復横跳の成績を職種間でみた
時，労務的作業者が最も優れているとL、う結果を示して
いる。これは，反復横跳が左右方向だけの移動による比
較的単純な敏捷性の成績であり今回の全身反応時間の成
績と一致するものである。
5) 総合的評価
各体格，体力因子ごとに職種間の比較と全国平均との
比較をしてきたわけであるが，形態および運動能力を相
対的に比較するために全国平均を50点とし職種ごとに各
項目のT得点を求め職種ごとの相対評価を行なった（図
2 -10, 11）。
この図から次のようにまとめることができょう。今回
の調査対象である東京都に勤務する職員（現業職，一般
職，管理職）の体格・体力を総合的に評価すると，体格
および敏捷性は全国平均レベ／レかそれ以上であるのに対
して筋機能の劣性，特に瞬発力においてその傾向が強
く，また肺機能も劣っている。こういった瞬発カや肺機
能が大きく劣っていることに加えて一般都民の壮年層の
心肺持久性が年々劣悪化していく傾向からも今回の対象
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図2-11 Tスコアによあ相対的評価（40代後半）
者も含めて都市住民に対して何らかの対策が構じられな
ければならないと考えられる。
最後に，仕事，健康，スポーツに関するアンケート調
査の結果と体力テストの各項目を10点評価し総合体力
としたものとの関係をみたところ，スポーツを実施して
いる人はスポーツを実施していない人より体力が優れて
おり，また，高収入者程体力点が高いという関係があっ
た。これはいずれも危険率1%で有意であった。しか
し健康の面から有病率と総合体力の相関は逆の相関が
みられた。 (P <o. 01）。すなわち，体力点の高い人程
有病率が高いとし、う結果である。このことは，小野の報
告4》にもあるように健康を維持するものは運動能力の優
劣ではなく，日常の運動やスポーツの実施状況によるも
のと考えられる。
3. スポーツ生活について
諸個人の生活上の活動のなかで，労働はいうまでもな
く最も基底的な活動である。労働以外の人間の諸行動
は，それゆえ，労働の諸側面と深い関連性を有してい
る。従って生活構造を構成する一要因としてのスポーツ
や運動も当然，労働要因と深いかかわりのなかで，実践
されているといえよう。そのような観点からここで，労
働要因としての職種や仕事の満足度と，スポーツ生活の
問の関連性について，調査結果の概要を示すとともに，
若干の考察を行ないたし、。
スポーツ生活と関連する労働要因は，単に職種や仕事
の満足度といったものだけではない。収入や労働時間，
あるいは労働の内容や条件それ自体（主観的な判断によ
る満足度ではなく）なども考えられる。本研究において
もそれらの回答項目をとりあげ，調査，分析したが，こ
こでは，はっきりした相異や傾向が比較的よく現われて
いる，職種や仕事の満足度との関連を取りあげ，報告す
る。
1) 織種とスポーツ
①過去のスポーツ実施度
過去（学生時代）におけるスポーツ実施の程度を，
「かなりやっていた」と「あまりやっていなかった」に
大別しそれを職種ごとにみたものが図3-1である。
一般職と管理職では「かなりやっていた」者の割合が多
いが，現業職では，逆に「あまりやっていなかった」者
の方が多い。従って過去のスポーツ実施度は，現業職に
比して一般職，管理職が高L、。
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図3-1 過去のスポーツ実緯度
② スポーツの好き・嫌い
スポーツの好き・嫌いについての質問で，好きだと答
切
回 ~DI ．。
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図3-2 スポーツの好き・嫌い
図3-4 スポーツの動き
⑤ 現在のスポーツ実施
日頃のスポーツ実施度を5段階に分け，職種別に図示
すると図3-5のようになる。現業職と管理職は相対的
に実施度が高く，一般職は低L、。スポーツが好きな人の割
合や，するスポーツを好んだ人の割合は一般的に高く，
現業職に低いという結果（②と③参照）であったが，実
施率に関しては逆の傾向を示している。
スポーツの意欲と実施の関係はストレートに結びつく
ものではなく，その間に労働や生活上の諸要因さらにス
ポーツの環境等，さまざまな要因が介在している。この
ような意味から，意欲は高いが実施度が低いという一般
職の特徴から，一般職はスポ｝ツ実施を可能にする諸々
の条件に最もめぐまれていないと云えよう。
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きる。えた人の割合は全体では71.9%あり，多くの人がスポー
ツを好きだといっている。職種別にこれをみると，好き
な人の割合は一般職87.9%，管理職72.3%，現業職55.3
%である。 （図3-2参照）好きな人の割合は，一般職
に高く，現業職に低い。このような傾向は，①でのベた
過去のスポ｝ツ実施度と同様である。 （図 3ー 1参照）
③ スポーツ参与の形態
スポーツを好きだと回答した人に対して，スポーツ参
与の形態（「する」スポーツか「見るJスポーツか）を
職種別に示したのが図3-3である。一見して明らかの
ように，管理職と一般職に「する」スポーツを好む人が
多いのに対して，現業職では「見る」スポーツを好む人
が多い。総理府「スポーツに関する世論調査」などでみ
るかぎり，一般に「するスポーッ」よりも「見る」スポ
ーツを好む人の割合が多いが，本調査の管理職，一般職
は逆の傾向を示し興味深い。
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図3-5 現在のスポーツ実施の程度
⑥ スポーツ番組の視聴
テレピやラジオのスポーツ番組（スポーツのニュース
は除く）の視聴度を5段階に分け，図示したのが図3-
6である。相対的に一般職に視聴の程度は高く，スポー
ツ実施の場合と逆の傾向を示している。
一般にスポーツをよくやっている人ほど，スポーツ番
組もよく見ているといえるが，一般職の場合にはこの傾
向とは異なっている。先にものべたように，スポーツは
好きだが，あまりスポーツ条件にめぐまれない環境の中
で，いわばミ代理満足ミとしてスポーツ番組が機能して
いるといえるかもしれない。
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図3-3 「する」スポーツか「見~」スポーツか
④ スポ｝ツの動機
スポーツをする動機（目的）を，体力型（体力の増進
や運動不足の解消）と，「たのしみ」型（スポーツ活動自
体のたのしみ）に分けて職種ごとに示したものが図3-
4である。全体的傾向は，たのしみ型よりも体力型が高
率を占めている。一般的にいって，身体を動かす機会が
あらゆる所で減少しつつある今日，スポーツの動機の中
に体力や運動不足の解消を目的とする率が高くなってき
ているのもうなづける。地域別ではそのような傾向は農
村部よりも都市部により顕著に現われてきている。 (50 
年度都市研報告「都市生活の特質が身心に及ぼす影響に
関する研究」参照）本調査でもその傾向をうかがうこと
ができょう。
しかし職種別にみた場合，管理職，一般職は体力型が
多いのに対し，現業職では逆にたのしみ型がわずかなが
ら多い。いL、かえれば相対的に現業職に体力型が少ない
のは，仕事の中で身体を使うことが比較的多いためであ
ろう。後でみるように，運動不足を感じる度合の最も低
い職種は現業職であり，仕事内容のちがいによって，ス
ポーツの動機やその他も変わってくると考えることがで
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仕事の満足度とスポーツ実施度の相関
( r =) 
仕事の内容の満足度
仕事の条件の満足度
仕事の総合的満足度
スポーツ実施度
0.018 
o. 272 C P <o. 1%) 
0.174 (P<l0%) 
表 3ー 1?????????
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は低かった。これらのことを考え合わせると，健康やス
ポーツ生活と特に関連が深い労働要因は，仕事の条件の
満足であるといえよう。
同じく表3-1に示されているように，仕事の総合的
満足度（仕事の内容と条件の満足度を含む）とスポーツ
実施の関連性は，あまり強くはないが， しかしプラスの
相関関係にある。
②仕事の満足度とスポーツ番組の視聴
次に仕事の満足度とスポーツ番組の視聴の程度の関連
をみたものが，表3-2である。表から明らかのよう
に，スポーツ番組の視聴度は，いづれのレベノレの満足度
とも深い関連がある。
表3-2 仕事の満足度とスポーツ番組視聴の程度の
相関（ r =) 
ほえ時~
と び 々 重し
ん た bな
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図3-6 スポーツ番組の視聴の程度
⑦ 運動量についての意識
日常生活において，運動不足をどれほど感じているか
を示したものが図 3ー 7である。明らかにみられるよう
に，管理職と一般職に運動不足感を示す者が多く，なん
らかの程度で不足感をいだいている者は8割以上にのぼ
る。この結果は，東京都々民室が調査した「都民のスポ
ーツについてJ （昭和49年）の同種の質問の結果と同様
の傾向である。
他方，現業職においては， 「適当である」とする者が
約5割あり，職種のちがいがはっきりでている。
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図3-7 運動置についての意識
2) 仕事の満足とスポーツ
これまで職種とスポーツの関連性について分析し，職
種によってスポーツへの関与が異なっていることを明ら
かにした。次にここで，職種とスポーツの間の関連性を
説明する一つの媒介要因として，仕事の満足度をとりあ
げ，それとスポーツ実施やスポーツ番組視聴との関連性
を明らかにしたし、。
① 仕事の満足度とスポーツ実施
仕事の満足度とスポーツ実施の関連を，相関係数で示
したものが表3-1である。この表から明らかのよう
に，スポーア実施は仕事の内容の満足よりも，安定性，
経済性，快適性から構成される仕事の条件満足度と関連
が深L、。言いかえれば，仕事の条件の満足度が高い人ほ
ど，スポーツ実施度も高い。
すでに lの健康についての所で明らかにしたように，
仕事の条件に満足している人ほど有病率（持病の有無）
以上，スポーツ実施やスポーツ番組の視聴と仕事の満
足度との分析を通して明らかになったことは，仕事の満
足度（特に条件の満足度）が高い人ほど，スポーツへの
関与の程度も高いことである。したがって，スポーツへ
の関与を高めるためには，スポーツの実施や指導者など
の直接的な条件づくりが必要なことはいうまでもない。
と同時に，スポーツと深い関連性のある労働要因の改善
一労働の満足や質を高めるーも重要であるといえるであ
ろう。
まとめ
以上，健康や運動生活と労働の関連性を，①健康，②
体力，③スポーツ生活の3つの分野から明らかにしてき
た。おわりに，これまで示されてきた調査結果や考察の
要約をしておきたい。
第4章
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健康について
①一般職と管理職は現業職に比べて精神的な不調を訴
える程度が高い。
②仕事の満足度が低い者ほど，身体的ならびに精神的
な不調を訴える程度が高い。
1) 
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③特に仕事の条件の満足度が低い者ほど，有病率（持
病の有無）は高い。
④全体的に，持病の内容は胃腸病，高血圧が多い。職
種別に多い順にみると，管理職では高血圧，胃腸病，腰
痛であり，一般職では高血圧，神経痛，糖尿病で，いづ
れにおいても高血圧が圧倒的に多い。しかし現業職では
胃腸病が多く，ついで、腰痛，高血圧となっており，持病
に関しでも職種にちがいがある。
2) 体力について
①体力の総合的な評価に関しては，職種聞に相呉はみ
られなかったが， L、くつかの機能（体力構成因子）には
若干の差がみられた。
②現業職には筋肉太りのタイプの人が多い。
③筋機能の中で瞬発力や筋持久力は現業職が少しすぐ
れている。
④心肺機能については，職種聞の差はみられなかっ
た。
⑤比較的単純な動作の敏捷性テストでは，現業職がす
ぐれていたが，三次元方向への移動をともなう複雑な敏
捷性テストでは，一般職や管理職の方がすぐれていた。
3) スポーツ生活について
①過去のスポーツ経験の程度は，一般職と管理職に高
く，現業職は低い。またスポーツが好きな人の割合も，
一般職，管理職，現業職の）｜僚に多い。
②しかし実際のスポーツ実施度をみると，現業職と
管理職が高く，一般職は低い。したがって，現在のスポ
｝ツ実施は，過去の経験よりも，現在おかれている環境
による影響を強く受けていると考えられる。
③スポーツをする動機では，一般職と管理職は「体力
型」が多いのに対して，現業職は「たのしみ型」が多
し、。
④スポーツ番組の視聴の程度が最も高いのは一般職で
ある。
⑤仕事の満足とスポーツ実施の関係では，仕事の条件
に満足度が高い人ほど，スポーツの実施率は高かった。
⑤またスポーツ番組の視聴との関係では，仕事の内容
や条件の満足度が高い人ほど視聴の程度は高かった。
調査，測定した結果をまとめれば，以上のような点が
指摘できる。いくつかの点で，健康や運動生活と労働要
因との強い関連性が明らかにされた。ただこれらの点に
関して，勿論，性急な普遍化・一般化には問題がある。
しかしすでにふれてきたように，健康や運動生活と労
働に関する婆因との聞には，多くの点で深い相互関連性
があると考えることは可能であろう。今回の調査研究
は，その相互連関の限られた側面について若干の指摘を
したにとどまったといえる。またその多くは莫然とした
仮説の域を出ていないが，今後，このような研究が積み
重ねられる必要があろう。都市化の進展につれて，職業
や労働の形態，内容，機能も変化しつつあり，その変化
につれて人々の健康や運動生活もまた変化しつつある。
このような意味から，我々の提起した問題意識と研究領
域はこれからの都市研究の一つの重要な研究課題といえ
るのではないか。
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